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・本市のメインストリートである東西軸（中央通り、東西通り）は、歩道が狭く、自動車中心の道路と
なっている。さらに、自転車の利用者も多く、歩道上で歩行者・自転車の錯綜がみられる。
・また、日差しを遮るものや座る場所が少ないため滞在しにくく、通り過ぎる歩行者が多いため、にぎわい
に欠けている。
・景観計画では、中心市街地を「にぎわい景観形成地区」へ位置づけ、良好な景観形成を誘導してい
るが、通り全体のイメージの共有や空間の活用の視点が不足している。

●中央通り ●東西通り

対象エリア図

茨木小学校

養精中学校

茨木高校

岩倉公園

阪急茨木市駅～市役所

市役所～JR茨木駅

阪急茨木市駅～市役所

市役所～JR茨木駅

：にぎわい景観形成地区
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①取組の背景



東西軸において、歩いて楽しく
滞在や活動したくなるような魅力

ある景観形成を図ります

中心部の各拠点をつなぐメインストリートとして、道路空間と沿道建築物が一体となった、歩いて楽しく
滞在や活動したくなるような魅力ある景観形成を図ることにより、各拠点のにぎわいを面的に広げ、中心
市街地の活性化に寄与する。

景観計画への反映

■ガイドラインに記載を検討する項目
・エリアの将来像
・道路空間のデザイン
→路面、照明灯、街路樹、ｻｲﾝなどのﾃﾞｻﾞｲﾝ

・沿道建築物のﾌｧｻｰﾄﾞﾃﾞｻﾞｲﾝなどの基準
・空間の利活用、運営の方針や仕組み
・整備工程 など

■景観計画に記載を検討する項目
・道路空間のデザイン（東西軸を景観重要公共施設
へ位置づけ）
→整備に関する事項及び占用基準として反映

・沿道建築物のファサードデザインなどの基準
→景観形成地区及び景観形成基準として反映

・ガイドラインの位置づけについても検討

●拠点からエリア（面）へ、にぎわいの広がりのイメージ

活動を促す場づくり（拠点・ハード）

⇒面で捉え、波及効果を生み出す

コンセプト：都市と自然が次いでいる中心市街地

ＪＲ
茨木駅

阪急

茨木市駅

市民会館
跡地エリア

南北軸（自然・文化的要素）

元茨木川緑地

東西軸（都市的要素）
中央通り、東西通り

ｽﾄﾘｰﾄﾃﾞｻﾞｲﾝｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの策定

参考事例：御堂筋
参考事例：豊田市

松山市（花園町通り）

姫路市（大手前通り）
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②取組の目的
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7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

キックオフ
ミーティング

ステップアップ
ミーティング

③ワークショップ

テーマ１
WS

テーマ２
WS

テーマ３
WS

10.17 11.14 12.19

9.16 ２.6

岡山市視察

令和3年度の取組内容

到達目標である「通りの将来像の検討」を公民連携で行うため、
①アンケート調査、②先進市視察、③ワークショップ、④将来像の検討を実施する。

取組周知をHP、SNSのほか、取組の都度、沿道関係者に対してチラシ配布等を実施する。

東西軸（2）令和3年度の取組内容 7

10.12
②先進市視察

8月～①アンケート
調査

アンケート実施

④将来像の検討
検討

２.6

仮提示
引き続き検討



①アンケート調査

取組への市民参画促進及びワークショップの基礎資料収集のため実施する。

東西軸（2）令和3年度の取組内容 ①アンケート調査 8

＜概要＞
意見募集期間：令和3年8月16日（月）～9月14日（火）
回答数：66人 （8割が21～60歳代、沿道勤務者、買い物利用者、居住者などが主な回答者）

狙い：取組への市民参画促進、ワークショップの基礎資料収集
設問内容：①通りの愛称の認知度、②通りや沿道の利用状況、③通りの印象など
依頼手法：ワークショップチラシに添付し沿道関係者に配布、市ホームページにて募集

通りの愛称の認知度
(中央通り・東西通り)

47％

両通り○

15％

中央通り○
東西通り×

8％

中央通り×
東西通り○

30％

両通り×

両通りの愛称を知っている人は半数以下 通りの利用は移動が最も多く、次いで飲食利用が多い。

通りや沿道の利用状況

①ＪＲ茨木駅

～茨木市役所

②阪急茨木市駅

～茨木市役所

③ＪＲ茨木駅

～茨木市役所

④阪急茨木市駅

～茨木市役所

 日用品 1 7 2 8

 日用品以外 1 3 0 0

5 9 1 1

 通勤・通学などの目的地へ向かう移動 13 15 5 15

 散歩などの自由な移動 3 3 2 6

0 1 0 1

 お店や事業所の経営 1 3 0 0

 お店や事業所での勤務 3 3 0 0

0 1 0 0

1 4 1 1

実家があるので寄りま

す。

参拝　茨木神社参拝、イベ

ント参加、自宅、阪急茨木

市駅から市役所や関連施設

及び友人宅などへの移動

病院

子育て地蔵さんへのお

参り　（日頃の感謝を

伝える）

 その他

 その他の内容

中央通り 東西通り

 買い物

 飲食（店舗での飲食）

 移動

 運動（ジョギングや体操など）

 仕事

 滞在（ベンチや軒先などでの滞在）
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通りの印象

①中央通り
JR側（西側）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

お店の立地などによる賑わいがある。 落ち着いた雰囲気だ。

建物やお店の雰囲気が良い。 花や緑が多い。

地域活動が活発だ。 人が温かい。

その他（この中にあてはまるイメージはない）

②中央通り
阪急側（東側）

③東西通り
JR側（西側）

④東西通り
阪急側（東側）

中央通りは、お店の賑わいがあるとの回答が多く、東西通りは、落ち着いた雰囲気との回答が多い。

【その他】 特にイメージがない。歩道が狭い。車の交通量が多い。古臭く感じる。

【その他】 雰囲気が良くない。車の通行量が多い。通勤・通学路。移動のための道

【その他】 学生利用が多い。印象がない。

東西軸（2）令和3年度の取組内容 ①アンケート調査



東西軸（2）令和3年度の取組内容 ②先進市視察 10

＜岡山市への視察＞
日時：令和3年10月12日（火）
狙い：取組の進め方などが特に参考となる先進市の事例について、ヒアリング及び現地視察を行うことにより、

今後の取組みの参考とする。

②先進市視察

沿道関係者との機運醸成、関係機関との協議・調整、デザイン面の工夫などについてヒアリングする。

岡山市の取組

○公開会議

○マーケット

○講演会

沿道の機運醸成 社会実験 デザインパース作成 環境整備
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主なヒアリング内容

■全体
・多くの参加者が同時に取組をしている風景を見せたい気持ちもあるが、少なくてもいいのでやる気のある
人が取り組んでいる事例を積み重ねていくのも重要。

■沿道関係者との機運づくり
・社会実験を展開するようになってから、徐々に良い反応が得ることができた。1軒ずつの個別訪問に加え
て、前年度のデザインミーティングの中でみんなでやろう！という雰囲気が全体的に出ていたので、スムーズで
あった。

・道路空間の活用については、まったくイメージが湧いていない人が多い。そういう方には言葉でいくら伝えても
難しく、実際の良い事例を見せていくことが一番重要である。

■関係機関との協議・調整
・社会実験時には、道路管理者から安全面をかなり指摘された。
・環境整備にあたって、警察協議は相当難航し2年を要したが、粘り強く交渉することにより、実現へとつな
がった。

・社会実験を行うにあたっては、庁内で協議会を創設した。

東西軸（2）令和3年度の取組内容 ②先進市視察

■デザイン面の工夫
・高木の設置のほか、照明やボラードの配置や色彩の統一など

・ベンチについても、良いものにこだわった。



③ワークショップ

中央通りと東西通りを、より魅力的な通りにするための方策などを官民で検討する。

東西軸（2）令和3年度の取組内容 ③ワークショップ 12

＜概要＞
日時：令和3年9月16日（木）～令和4年2月6日（日）計5回
参加対象：沿道関係者、東西軸の取組に興味がある方
区分：＜ミーティング＞先進事例や着眼点などを学ぶ場

＜ワークショップ＞魅力的な通りにするための方策などについて検討を行う場
狙い：ワークショップを通じて、通りの将来像の検討や課題の整理、機運の醸成を図る。

キックオフ
ミーティング

通りをより魅力的にするためのワークショップにこれから取り組むにあたっての、
先進事例やポイントなどを学ぶ。

ステップアップ
ミーティング

今年度のとりまとめと来年度の社会実験等に向けての機運醸成の場として、
専門家を交えて学び、語り合う。

ワークショップ

魅力的な通りの将来像について3つのテーマで検討

テーマ１
通りの”ミリョク”を
探しに行こう！

テーマ２
通りの”ミライ”を
イメージしよう！

テーマ３
通りの”コセイ”を
引き出そう！

まち歩きを通じて、通りの現
状・課題・魅力を共有する。

具体的シーンを想像し、通り
の将来像につながるキーワー
ドの抽出・共有を行う。

通りの将来像に資する取組
案の検討を行う。
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＜概要＞
開催日時：令和3年9月16日（金）19時～21時
開催場所：IBALAB＠広場
参加者数：49人
講演テーマ：まちの魅力を高める公共デザインとは 講師：山口敬太 氏
狙い：まちなかのストリートの潮流などを踏まえ、公共空間のあり方、方向性について、講師から

お話をいただき、メインストリートの将来的なあり方を考えるきっかけとする。

キックオフミーティング

ストリートデザインの専門家からストリートの活用事例や活用に向けたポイントを学ぶ。

■道路の可能性
・道路を活用し、人々が居心地よく過ごせるような場にすることで、まちに賑わいが生まれ、
より魅力的になります。
・海外や日本の一部都市では、すでにその取組みが始まっています。

■メインストリートの将来像の共有
・まずは、多くの人を巻き込めるような、メインストリートの将来像（ビジョン）

を共有することから始めましょう。

主なレクチャー内容

■茨木市のメインストリート
・交通量が多く、道路や歩道の幅員も広くありませんが、できることは必ずあります。
・小さな活用実験を積み重ねることで、少しずつまちが魅力的になっていきます。

WS1

ミーティング1

ミーティング2

WS2 WS3

講師：山口敬太 氏
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＜参加者からのご意見＞

東西軸（2）令和3年度の取組内容 ③ワークショップ - キックオフミーティング

▶沿道駐車場を活用したコンサートや、街路樹のイルミネーション、
新しい市民会館の開館に合わせたストリートフラッグ掲示など、晴れ
やかな雰囲気を演出して、歩いているだけでワクワクするような道
路にしたい！

▶魅力的なビジョンをみんなで話し合ってしっかり固めるのと同時
に、変化に対応できる柔軟さも必要では。

▶中央通りと東西通りは、沿道も含めてそれぞれ特徴があるの
で、いろんな意味で役割分担できそう。まずは比較的交通量の
少ない東西通りから取り組んでいくのもあり。

▶自転車も歩行者も快適に移動するためには、それぞれの安全
な動線確保が必要だが、道路幅員が変えられない中でどういう
ことができるだろうか。。。

▶茨木市の場合、元茨木川緑地との交点部分から始まるのが
現在の交通への影響も小さいのではないか。

中央通り・東西通りは
こうなってほしい

様々な課題をひとつずつ
解決していく必要がある
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WS テーマ１ 通りの“ミリョク”を探しに行こう！

車いす等を使い、様々な利用者目線でまち歩きを行い、２つの通りの現状・課題・魅力を確認する。

通りで気づいたこと（参加者からのご意見）

＜概要＞
開催日時：令和3年10月17日（日）14時～16時
開催場所：福祉文化会館202号室
参加者数：29人
狙い：WS参加者と①市の課題認識、②中心市街地の方針、③現況調査結果、④アンケート結果

などの共有を行うとともに、様々な利用者の視点でまち歩きを行うことを通じて、通りの現状・課題
・魅力を共有する。

WS1

ミーティング1

ミーティング2

WS2 WS3

東西軸（2）令和3年度の取組内容 ③ワークショップ – WS1

詳細は別紙２（ニュースレター#02）参照
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＜まち歩きで見つけたもの＞

東西軸（2）令和3年度の取組内容 ③ワークショップ – WS1

親子が楽し
めるスペー
スが多い

IBALAB＠広場
ができて魅力
が大幅アップ

東駅前公園は
緑が豊か

ドーナツ屋の
前の角地に
広いスペース

あり

搬入時間以外
で側道が活用
できそう

素敵な
お店が多いが
ゆっくり立ち
止まる空間が

ない

坂道では
歩行者はしん
どく、自転車
は速度が増す

大きな植栽桝
が歩道を狭め

ている

歩行者やバス
等の車通りが
多く、歩道が

狭い

（中央通り）
・交通量が多く走るのが怖い
・自転車がどこを走ればいいか分からない
・沿道に駐輪場がない

空いている駐
車スペースが
活用できそう



17

WS テーマ２ 通りの“ミライ”をイメージしよう！

歩きたくなる「通りの将来像」のイメージやキーワードについて考え、議論する。

当日の内容

＜概要＞
開催日時：令和3年11月14日（日）14時～16時
開催場所：ローズWAM501・502号
参加者数：30人
狙い：歩きたくなる通りの具体的シーンを想像し、通りの将来像につながるキーワードの

抽出・共有を行う。

STEP1

前回のまち歩きで見つけた
通りの特徴を各班で共有

STEP2

グループワーク①
どんな通りだったら歩きたく
なるのかをワークシートを用
いて様々シーンをイメージ

STEP3

グループワーク②
イメージした具体的シーンを踏
まえて、将来の通りで大事にし
たいキーワードを抽出

STEP4

発表を通じて、各班の内容
を共有

WS1

ミーティング1

ミーティング2

WS2 WS3

東西軸（2）令和3年度の取組内容 ③ワークショップ – WS2
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・四季を感じることができる通りであれば歩きたくなる。
・目的地へ向かう道の途中からワクワクできる通りがいい。
・エリア全体で楽しい空間にしたい。目的地は新施設のイメージ

・開放的なテラス席でふらっと一杯、ストリートでも楽しめるようになった
らよい。
・沿道の方が気軽に集まれ、コーヒー片手に会話を楽しみたい。
・そこに行けば誰かに会えるようになればよい。
・一人でぼーっとできるなど、一人の時間を大切にしたい。

景観的な統一感

ふらっと立ち寄れる
人の営みを感じることが
できる通り

・通りのミライは”ミライがある通り”では！
・全ての人にとってウェルカムな通りとなるのがメインストリート
・通りの店舗は、ガラス張りで中で何をやっているのかわかると入りにく
さがなくなる。

人と人の”ワン・コミュニケーション”
がある通り

ちょっと先の“ミライが見える”通り
多世代の様子が“見える”通り

・ささやかなコミュニケーションが、どこか心地いい。
・通学する学生は、「急いで歩いている」だけで、そこで人と人のコミュ
ニケーションがあれば、朝のゆとりや豊かさが生まれる。

歩きたくなるストリートのイメージ キーワード

東西軸（2）令和3年度の取組内容 ③ワークショップ – WS2
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・自然や季節を感じることが出来たら歩きたくなる。
・一人で昼に散歩する時に、緑が多くて落ち着ける雰囲気があると歩
きたくなる。

・通りに雰囲気がいい店があり、賑わっているのを見ると幸せな気持ち
になる。
・通りにあるお店の人と立ち話できると楽しい。

自然に触れる、季節を感じる

外に開いて入りやすい店、
楽しく食事できる店、店員と
コミュニケーションが取れる店

・そもそも中央通りや東西通りは２人で並んで会話しながら歩けるよ
うな安心・安全な道ではないんじゃないか。

愛でる空間がある

いつでも主役になれる

・茨木神社の中は季節の変化が感じられて、元気になる。
・日々の通勤通学時に”がんばるぞ”とスイッチが入るような通りがいい。

歩きたくなるストリートのイメージ

休憩したい、のんびりしたい

安心・安全
並んで歩ける通り

・”まちなかUSJ“（歩くたびに発見があり、ワクワクするストリート）の
ようなストリート
・まちなかの人が歌ってくれるような歓迎ムードのあるストリート
・歩いている人が主役になるストリート

キーワード

東西軸（2）令和3年度の取組内容 ③ワークショップ – WS2

・何も考えずにゆったりできる場所があれば、寄りたくなる。
・子供は椅子に座りたがるので、通りに座る場所があると安心して出か
けられる。
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WS テーマ3 通りの“コセイ”を引き出そう！

歩きたくなるメインストリートの形成に向けて、取組や空間活用のアイデアを考える。

当日の内容

＜概要＞
開催日時：令和3年12月19日（日）14時～16時
開催場所：福祉文化会館202号室
参加者数：28人
狙い：通りの将来像に資する取組や空間活用案の検討を行う。

STEP1

前回WSで考えた「歩きたく
なる通りの将来像（大事に
したいキーワード）」を共有

STEP2

グループワーク①

通りの特性を踏まえ、モデル
スポットを選びました。

STEP3

グループワーク②
歩きたくなる通りの将来像を実
現するための空間の設えや、
人々の活動等を模型にして具
体化しました。

STEP4

発表を通じて、各班の内容
を共有

WS1

ミーティング1

ミーティング2

WS2 WS3

東西軸（2）令和3年度の取組内容 ③ワークショップ – WS3
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＜意見として多い要素＞
○人の活動や顔が見えるなど、まちが生きている様子が感じられるのが良い
○立ち寄り、ゆっくりできるような空間のニーズが高い

東西軸（2）令和3年度の取組内容 ③ワークショップ – WS3

詳細は別紙4（ニュースレター#04）参照
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＜概要＞
開催日時：令和4年2月6日（日）15時～17時
開催場所：福祉文化会館303号室
参加者数：42人
狙い：今年度の振り返りを行い、次年度の社会実験等に向けての機運醸成の場とする。

通りの魅力をまちの魅力につなげていくための仕掛けや継続的な仕組みについて、知識を
深め、考えてもらうきっかけとする。

ステップアップミーティング

講演やクロストークなどにより、参加者の取組への機運を醸成する。

WS1

ミーティング1

ミーティング2

WS2 WS3

東西軸（2）令和3年度の取組内容 ③ワークショップ – ステップアップミーティング

当日の内容

【テーマ】まちなかの価値を高めるストリート
の使い方・つくり方

通りの将来像の実現に向け、全国各地で
プレイスメイキングという考え方を用い、まち
づくりの実践をされている園田氏からの講演

①【講演講師】(有)ハートビートプラン
取締役 園田聡 氏

②本WSのアドバイザー兼
京都大学大学院 准教授 山口敬太 氏

③福岡市長 の3者によるクロストークを実施

講演 クロストーク

講師：園田聡 氏
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＜レクチャー＆クロストーク内容＞

東西軸（2）令和3年度の取組内容 ③ワークショップ – ステップアップミーティング

■まちの魅力
・まちの魅力は、義務的な活動でなく、自らやりたいと思えるような活動（散歩、読書、遊び、会話など）
がどれだけ起きているかで決まります。

・コロナ禍では、道路や広場などの身近なパブリックスペースで、そのような自由な活動ができる場所を生み
出していくことがますます求められています。まずは小さな試行からはじめていきましょう。

■場づくりのポイント
・「なぜやるのか」という想いを共有しながら、自分ごとにできる人々と共に創っていくことを意識しましょう。
・複数の場所でいろんな人がやりたいことをテーマごとに考えていけるといろんな可能性が見出せそうです。
・質が高く、持続可能な運営には、適切な役割分担を行うことも大切です。地域の方や事業者・団体
によるアイデアや質の高いサービスの提供と、行政による適切な権限移譲が合わさることが望ましいです。

■茨木のメインストリートの可能性
・時間帯によって人がぱったりといなくなるオフィス街や繁華街でもない、人の暮らしが根付いたストリートで
あることに可能性を感じました。あくまで、住むことがベースにあって、そこに住む以外の楽しみが増えていく
ことで、暮らしの豊かさを感じられるのだと思います。

・道路幅員にそれほど余裕はないようですが、例えば、お店の中の様子が
見えるようにするなど、占用せずに沿道の豊かさを感じられる方法は必
ずあります。
車の交通量が多くコインパーキングが多いならば、１日最大料金を支
払ってそこを借り切ってしまうなども面白いかもしれません。



24東西軸（2）令和3年度の取組内容 ③ワークショップ – 結果まとめ

キックオフ
ミーティング

ワークショップのキックオフとして、機運の醸成につながった。参加者からは、「フラッグを掲出するなど歩いているだけで
ワクワクするような道路にしたい！」「中央通りと東西通りはいろんな意味で役割分担できそう」など、茨木での取組
について、様々なご意見があった。

ワークショップ

テーマ１
通りの”ミリョク”を
探しに行こう！

テーマ２
通りの”ミライ”を
イメージしよう！

テーマ３
通りの”コセイ”を
引き出そう！

参加者とこれまでの調査等の結果を
共有することができ、まち歩きを通じ
て現状・課題・魅力の整理が進ん
だ。

歩きたくなる通りのシーンをイメージ
し、キーワードにまとめることで、通り
の将来像のイメージを言語化し、
共有することができた。

歩きたくなるメインストリートに向け
て、将来像につながる取組や空
間活用のアイデアについて、検討
することができた。

＜主な反映想定＞
ガイドライン
▶現状パートへの反映

社会実験
▶将来像の具体化の視点

＜主な反映想定＞
ガイドライン
▶通りの将来像への反映

社会実験
▶目指す将来像の提示

＜主な反映想定＞
ガイドライン
▶空間イメージの反映

社会実験
▶社会実験実施のポイント

ステップアップ
ミーティング

今年度のワークショップにおける意見等を踏まえた、メインストリートの将来像（素案）の提示を行い、参加者と
共有した。また、次年度、社会実験を通して、将来像を実現していくにあたって意識すべきポイントや具体的手法
などについて学ぶことができ、参加者の機運の醸成につながった。



25東西軸（2）令和3年度の取組内容 ④将来像の検討

④将来像の検討

WSの結果から、めざすべき通りの将来像を検討する。

WSご意見とコンセプトにつながるストリートイメージ

そこに行
けば
誰かに
会える

自然と生ま
れるささや
かなコミュ
ニケーショ

ン

人と人との
“ワン・コ
ミュニケー
ション”を楽
しめる

ゆった
り・休憩
できる場

所

ゆとりや
豊かさの
ある道に

気軽に立ち寄れるオープンな
お店の店先やゆっくり滞在で
きる空間で、ささやかなコ
ミュニケーションが自然と生
まれ、通りを行き来する人の
ゆとりや豊かさを感じること
のできるストリート

沿道の賑わ
いや季節を
感じ、“ワク
ワク”が高ま
る歩きたく

なる
自然に
“触れる”
季節を
“感じる”

にぎ
わい

“がんばる
ぞ”とス
イッチが
入る通り

景観的な
統一感

目的地へ
向かう道の途
中からワクワ
クできる通り

自然や季節、お店の賑わいなど
を感じながら、新施設などの目
的地に向けて気分が高まるスト
リート

ふらっと
立ち
寄れる

まちなかの
個性がつな
がり“ふらっ
と”歩き回り
たくなる

回遊性

入りやすく
楽しく食事

が
できるお店

ガラス張りで
中で何をやっ
ているか
分かるお店

エリア全体
で楽しい
空間

周辺の商店街や施設、東西
軸と交差する路地など、ま
ちなかの多様な個性がつな
がり、歩き回りたくなる起
点となるストリート

ゆったり
並んで、
安心・安全
に歩き
やすい

2人並んで
会話しながら

歩ける
安心安全な道

2人並んで歩いたり、子ども
からお年寄りまで車や自転車
を気にせず、安心して歩ける
安全なストリート
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めざすべき通りの将来像（素案）

東西軸（2）令和3年度の取組内容 ④将来像の検討

めざすべき将来コンセプト

つな

人が主役になり、まちの魅力を“次ぐ”2つのメインストリート

市役所、新施設・広場などがある中心部と両駅をつなぐメインストリートとして、
目的地へ向かう期待感や魅力的な雰囲気を演出する空間をデザインし、

ストリートの魅力をまち全体に広げていく。

めざすべき将来像に基づくストリートイメージ

①人と人との“ワン・コミュニケーション”を楽しめるストリート

②沿道の賑わいや季節を感じ、“ワクワク”が高まる歩きたくなるストリート

③まちなかの個性がつながり、“ふらっと”歩き回りたくなるストリート

気軽に立ち寄れるオープンなお店の店先やゆっくり滞在できる空間で、ささやかなコミュニケー
ションが自然と生まれ、通りを行き来する人のゆとりや豊かさを感じることのできるストリート

自然や季節、お店の賑わいなどを感じながら、新施設などの目的地に向けて気分が高まるスト
リート

④ゆったり並んで、安心・安全に歩きやすいストリート

2人並んで歩いたり、子どもからお年寄りまで車や自転車を気にせず、安心して歩ける安全なス
トリート

周辺の商店街や施設、東西軸と交差する路地など、まちなかの多様な個性がつながり、歩き回り
たくなる起点となるストリート

スポットづくり
滞在空間

通り全体での魅力
的な雰囲気づくり

通りから
まち全体へ

安心・安全

点

線

面



（１）取組の背景と目的

①取組の背景
②取組の目的

（２）令和３年度の取組内容
①アンケート調査
②先進市視察
③ワークショップ
④将来像の検討

（３）今後の取組の方向性
①社会実験
②ストリートデザインガイドラインの検討

（目次）



令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

取組内容
スケジュール

景
観
計
画
へ
の
反
映
（
景
観
計
画
変
更
）

将
来
像
（
案
）
の
作
成
・
共
有

将
来
像
（
素
案
）
の
作
成
・
共
有

ス
ト
リ
ー
ト
デ
ザ
イ
ン
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定

反映

実施スケジュール（全体）

令和3年度は、ワークショップ等を通した将来像等の検討・共有を実施。令和4年度の社会実験で
検証を行い、令和5年度にはストリートデザインガイドラインの策定や景観計画への反映を行う。

東西軸（3）今後の取組の方向性 28

現況調査・分析等

東西軸の現況調査
を実施

WSの事前準備

取組のキーパーソン
となり得る人へのヒア
リング等を実施

ワークショップ等を通した
将来像等の検討・共有

取組の担い手となり得
るキーパーソンとWSに
より公共空間のあり方
等について意見交換を
行いながら、通りの将
来像を検討

反映

社会実験に向けた
検討

公共空間の使い方の
検討・社会実験

R3年度に作成した
将来像の実現に向け
て、実際に社会実験
を実施

反映

ストリートデザイン
ガイドラインを検討

管理・運営組織
の検討

取組を継続した
ものとするため、
キーパーソンと、
管理・運営組織
の検討を実施

反映



令和４年度の到達目標

令和３年度で検討した通りの将来像の実現に向け、官民連携による社会実験の実施や
魅力ある通りの指針となるストリートデザインガイドラインの検討を行う。

29

令和4年度の実施内容（予定）

将来像の実現に向け①社会実験や②ストリートデザインガイドライン策定に向けた検討を行う。

～R3年度
春

（R4.4～6月）
夏

（R4.7～9月）
秋

（R4.10～12月）
冬

（R5.1～3月）

②ストリートデザイン
ガイドラインの検討

①社会実験

準備
実施

検証

ストリートフォーラム
骨子検討 素案検討

4月

秋頃

検証結果を
ガイドラインに
反映

東西軸（3）今後の取組の方向性

9月頃

管理者調整

沿道協議



①社会実験

通りの将来像のイメージを具体的に検証するため、社会実験を実施する。

30

＜概要＞
実施予定：令和4年秋頃
狙い：①めざすべき将来像を具現化し、利活用状況や回遊状況等を検証する。

②通りの空間活用、管理運営の担い手となりえる沿道の商店街や地域住民の意識や機運を醸成する。
③道路管理者や交通管理者等の将来的な空間イメージに対する理解向上を行う。

WSの意見

東西軸（3）今後の取組の方向性 ①社会実験

＜内容＞
・晴れやかな雰囲気を演出して、歩いているだけでワクワクするような道路にしたい。
(ストリートフラッグ、イルミネーション等)

・店舗が集積しているところで、側面を使って賑わい空間を作りたい。（テーブル、ベンチ等）
・地域の人々が集うお店が近くにあり、新施設とJR茨木駅の中間にある公園を活用したい。
(ベンチ、キッチンカー等)

・色んな人が集える場所が通りの中にあると良い。(ベンチ、テーブル等)
・テイクアウトしたものを食べる場所がほしい。(キッチンカー、ハンモック) など

＜場所＞
・中央通り：JR駅前商店会 側道部分

高橋交差点
IBALAB@広場

・東西通り：東駅前公園、消防署付近など

▶今後、WS意見をもとに社会実験の案を検討



31東西軸（3）今後の取組の方向性 ①社会実験

社会実験イメージ（案）

沿道店舗と一体となった
歩行者空間

新施設に向けた沿道店舗・
道路空間の統一感の演出

植樹帯等を活用した
滞留空間の創出

東駅前公園の
滞留空間化

駅と新施設の中間

駅と新施設の中間
駅と新施設の中間

駅と新施設の中間

・バナーフラッグ等による
空間の統一感の演出

阪急本通商店街との
回遊性づくり

新施設周辺部の滞留性向上

各駅と新施設の中間部
の滞留空間の創出

各駅と新施設の中間部
の滞留空間の創出
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社会実験実施に向けた体制等（案）

• 公共空間の利活用に向けての調整
• 将来的な交通社会実験等や維持管

理の主体との空間イメージ共有、理解
の醸成

沿道地権者・事業者等

行政
（道路管理者・
交通管理者）

• 公共空間の利活用・管理運営などを
見据えた参画

• まちの担い手としての理解向上

活動の担い手
（外部事業者含む）

• 公共空間の利活用の活動主体
• キッチンカー事業者など外部事業者の

関わりも想定

社会実験の検討段階から関わりを作る必要がある主体

空間提供者（許可権者）

空間活用者（プレイヤー）

円滑な社会実験に向けて、実行委員会などの組織結成
を目指し、取組を進める。

東西軸（3）今後の取組の方向性 ①社会実験



②ストリートデザインガイドラインの検討

魅力ある通りの指針となるガイドラインの策定に向けた検討を進める。

33

〇現況調査
〇ワークショップ WSテーマ２等

下記をもとにたたき台を整理

〇ワークショップ Wテーマ３等
・各スポットの空間イメージを参考に検討

〇次年度の社会実験プロセスでの
検討（社会実験での空間活用）

〇次年度の社会実験プロセスでの検討
（地元とのコミュニケーション）

▶進捗状況の共有の場として、秋頃にフォーラムの開催を予定

東西軸（3）今後の取組の方向性 ②ストリートデザインガイドラインの検討

イメージ（案）



34東西軸（3）今後の取組の方向性 ②ストリートデザインガイドラインの検討

ストリートデザインワークショップ

社会実験

通りの
特徴・課題

通りの
将来像

（キーワード）

将来像に
基づく

魅力を高める要
素（空間）

デザインガイドライン社会実験に向けた動き

R3

R4

準備
（組織化、具体的な取組み検討）

デザインガイドライン骨子の作成

R5

沿道事業者との意見交換（ヒアリング等）

内容を踏まえて実施

デザインガイドラインとりまとめ
景観計画変更

庁内検討・協議
【メンバー】
都市政策課、市民会館跡地活用推進課、
商工労政課、居住政策課、審査指導課、
市街地新生課、建設管理課、交通政策課、
道路課、公園緑地課
【議題】
・デザインガイドラインについて
・社会実験について
・その他、東西軸関連の事業予定 などR5年度以降に

予定されている
事業等の洗い出し

全体とりまとめ

社会実験等の要素の反映

【要検討】
各段階の検討・推
進体制のあり方
（地元組織など）

当該エリアにおける事業等（あれば）

ガイドライン策定に向けての流れ（案）

R6以降 環境整備に向けた取組を実施


